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去る 10 月 23 日、3×3 ラボ・フューチャーにおいて第 46 回定例懇話会が開催され

ました。今回は、当研究会の企画運営委員会の委員長に就任いただいた早稲田大学創造

理工学部社会環境工学科教授の森本章倫先生と、企画運営委員会の副委員長で、企画運

営小委員会幹事長に就任いただいた日本大学理工学部土木工学科教授の大沢昌玄先生の

お二人に、それぞれ最近の研究概要についてご紹介いただきました。 

森本章倫先生は 1964 年山口県のお生まれで、

1989 年早稲田大学大学院を修了後、1991 年から同

大学助手、マサチューセッツ工科大学研究員、宇都宮

大学助手、助教授、教授を歴任され、2014 年より早

稲田大学教授に着任され現在に至っています。今回は

「次世代交通とまちづくり」と題してご講演いただき

ました。 

大沢昌玄先生は 1974 年埼玉県のお生まれで、

1997 年に住宅・都市整備公団に勤務され、2000

年から日本大学非常勤講師、助手、専任講師、准教

授を歴任され、2016 年に日本大学教授に就かれ

ました。今回は「都市形成に地下空間が果たした役

割と未来」と題してご講演いただきました。 

以下に講演の概要を報告いたします。 

 

 

・2050 年を見通すと人口は 2500 万人も減少し

ます。この人口減少に伴い、都市において様々な

問題が起きます。これを回避するために「日本型

のコンパクトシティ」が試されています。しかし、

これをどうやって創るのかが最大の問題です 

（図 1） 。この解決には第 3 の技術的手法、す

なわち「市場の中で縮退させる立地誘導策」がこ

の鍵となるはずだと考えています。 
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（図４） （図５） 

（図６） 

・交通が都市構造を変えてきた過去がありま

す。であれば、新しい交通「次世代交通」が

まちの将来を変えていくはずで、居住地の選

択志向性を利用していくのが良い方法です

（図 2）。集約エリアを徒歩と公共交通が形

成し、この公共交通は LRT, BRT, バス、デ

マンド交通が担います。一方、非集約エリア

は個別交通が担います。 

・そこには 2 つの戦略があります。一つは集約

エリアをもっと楽しく、もっと快適に集約し

ていく戦略です。ストラスブール、フライブ

ルク、サンフランシスコ、パサデナ、ヒュー

ストンなどが先進事例でしょう。これらの事

例を見ると、日本は LRT の後進国になって

しまったようです。 

 

・二つめは非集約エリアの交通を自動運転が担う戦略です。現状のコミニティバス、デ

マンドバスは利用者が少なく、採算が立ちません。そこでここに、公共交通として自

動運転車を導入します（図 3）。2025 年までに、低密なエリア、高齢化したニュー

タウンなどの社内的必要性の高い場所から、公共交通として自動運転車を導入するよ

う訴えています（図 4）。また 2030 年ころには市街地の集約化に合わせて、パーソ

ナルカーの自動運転が徐々に浸透し、個別交通の自動運転が交通体系の中に位置づけ

られていけばよいと考えています（図 5）。 

・宇都宮の事例を紹介しましょう（図6）。この地

方中核都市の交通軸は南北に強く東西に弱い特

性があります。そこで低密なエリアには地域内交

通としてジャンボタクシーを導入し、公共交通空

白地を解消しました。また自転車レーンをネット

ワーク化し、自転車の駅を創設しています。更に

わが国初の全線新設のLRTを整備します、

2018年5月に着工し、2022年3月に完成の

予定で、整備費450 億円が見込まれています。 
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（図７） 

（図 11） 

（図 12） 

・地下空間を紹介した 2 冊の海外図書を見つけま

した。いずれも「人」が描かれています（図 7）。

誰のために、何のために地下があるのかのヒン

トがここにあると思います。 

・地下空間を考える視点の中で、「滞留機能」が

近年大切なものになってきました（図 8）。ま

た、地下空間は最先端技術を取り込む場でもあ

りました。「時間」という視点も重要です（図

9）。時間の変化の中で必要とされてきた地下で

ありますが、時間の変化によって、一定の役割

を終える地下もあります。 

・課題と対応策の中では、技術的課題だけでなく、現在は『多様な課題』に直面してい

るといえます（図 10）。またこの課題にどう対応し解決してきたのか、対応策が伝承

されているのか、それ自体も課題であると思っています。 

・地下空間が「つくる」から「育てる」に変わっ

てきています（図 11）。創設した地下空間を活

用し、都市の持続的な維持発展のためにどう活

用していくかが問われています。つくる時から

育てることを考えておく必要があるでしょう。 

・土木学会地下空間研究委員会計画小委員会の活

動から得られた知見をいくつか紹介しましょ

う。 

・地下利用ガイドプランが忘れられています。見

直しもされていません（図 12）。民間の開発意

向やマネジメント能力もガイドプランに反映

させるべきでしょう。また、地下空間の将来像

をマスタープランとして示すべきかと考えて

います（図 13）。構築する時はもとより、リニ

ューアルする時、安全に閉じる時を見据えてマ

スタープランを策定すべきだと思います。 

 

（図８） （図９） （図 10） 
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・地下空間を次世代に引き継ぐときのポイントは何でしょう（図 14）。魅力のアピール、

技術の移転・伝承、積極的活用、例えば地上と一体となってエリアマネジメントや鉄道

事業との一体性などが大切ではないでしょうか。 

 

今回の講演では、上記で紹介した内容ほかに、森本先生からは大学がこのようなテー

マにどのように関わってきたのか、科学的なアプローチにどのような貢献をしてきたの

かについて説明がありました。また大沢先生からも魅力的な地下空間の国内の事例、海

外の事例について豊富な写真で紹介がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場の様子 

（図 13） （図 14） 


